
(57)【要約】

【課題】製造効率の高い内視鏡挿入部用節輪連結体の製

造方法を提供する。

【解決手段】この内視鏡挿入部用節輪連結体２２の製造

方法では、弾性を有する一枚の板材４５に、複数の節輪

準備部６８と少なくとも１つの連結部準備部７０とを有

する節輪連結体準備部６６を、板材４５の縁部から延出

されている支持部８１によって節輪連結体準備部６６が

支持されるように、穴抜き加工により形成し、連結部準

備部７０の少なくとも一部分を、板材４５に平行な平面

に交差するように折り曲げ加工し、節輪連結体準備部６

６を筒状にするために、節輪連結体準備部６６を少なく

とも１回Ｕ曲げ加工し、節輪連結体準備部６６を筒状に

するために、Ｕ曲げ加工された節輪連結体準備部６６を

Ｏ曲げ加工する。

【選択図】図４Ｂ
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 互 い に 共 軸 に 並 設 さ れ て い る 筒 状 の 複 数 の 節 輪 と 、 隣 り 合 う 両 節 輪 を 互 い に 連 結 し て い
る 少 な く と も １ つ の 連 結 部 と 、 を 有 す る 内 視 鏡 挿 入 部 用 節 輪 連 結 体 の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 弾 性 を 有 す る 一 枚 の 板 材 に 、 前 記 複 数 の 節 輪 を 形 成 す る た め の 複 数 の 節 輪 準 備 部 と 前 記
少 な く と も １ つ の 連 結 部 を 形 成 す る た め の 少 な く と も １ つ の 連 結 部 準 備 部 と を 有 す る 節 輪
連 結 体 準 備 部 を 、 前 記 板 材 の 縁 部 か ら 延 出 さ れ て い る 支 持 部 に よ っ て 前 記 節 輪 連 結 体 準 備
部 が 支 持 さ れ る よ う に 、 穴 抜 き 加 工 に よ り 形 成 す る 第 １ の 工 程 と 、
　 前 記 連 結 部 準 備 部 の 少 な く と も 一 部 分 を 、 前 記 板 材 に 平 行 な 平 面 に 交 差 す る よ う に 折 り
曲 げ 加 工 す る 第 ２ の 工 程 と 、
　 前 記 節 輪 連 結 体 準 備 部 を 筒 状 に す る た め に 、 前 記 節 輪 連 結 体 準 備 部 を 少 な く と も １ 回 Ｕ
曲 げ 加 工 す る 第 ３ の 工 程 と 、
　 前 記 節 輪 連 結 体 準 備 部 を 筒 状 に す る た め に 、 Ｕ 曲 げ 加 工 さ れ た 前 記 節 輪 連 結 体 準 備 部 を
Ｏ 曲 げ 加 工 す る 第 ４ の 工 程 と 、
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 挿 入 部 用 節 輪 連 結 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ か ら 第 ４ の 工 程 の 内 の 少 な く と も １ つ の 工 程 で は 、 前 記 節 輪 連 結 体 準 備 部 の 全
体 を 同 時 に 加 工 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 挿 入 部 用 節 輪 連 結 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ か ら 第 ４ の 工 程 で は 、 前 記 板 材 を 各 工 程 を 行 う 加 工 位 置 に 順 送 し て 連 続 的 に 加
工 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 内 視 鏡 挿 入 部 用 節 輪 連 結 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 板 材 は 、 長 手 軸 を 有 し 、
　 前 記 第 １ か ら 第 ４ の 工 程 で は 、 前 記 節 輪 連 結 部 準 備 部 の 長 手 方 向 が 前 記 板 材 の 長 手 方 向
に 交 差 し て 加 工 が 行 わ れ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 内 視 鏡 挿 入 部 用 節 輪 連 結 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 ４ の 工 程 で は 、 Ｕ 曲 げ 加 工 さ れ た 前 記 節 輪 連 結 体 準 備 部 の 内 側 に 芯 材 を 配 置 し て
、 前 記 節 輪 準 備 部 を 前 記 芯 材 の 外 周 面 に 倣 う よ う に Ｏ 曲 げ 加 工 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 挿 入 部 用 節 輪 連 結 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 ４ の 工 程 の 後 に 、 Ｏ 曲 げ 加 工 さ れ て 互 い に 突 き 当 て ら れ た 前 記 節 輪 準 備 部 の 両 側
端 部 を 接 合 す る 第 ５ の 工 程 を さ ら に 具 備 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 内 視 鏡 挿 入 部 用 節 輪 連 結 体 の
製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 ３ の 工 程 の 前 に 、 内 視 鏡 の 先 端 構 成 部 、 蛇 管 部 、 あ る い は 、 操 作 部 と 接 続 さ れ る
接 続 部 を 形 成 す る た め の 接 続 部 準 備 部 を 前 記 節 輪 連 結 体 準 備 部 の 少 な く と も 一 方 の 端 部 の
節 輪 準 備 部 に 形 成 す る 工 程 を さ ら に 具 備 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 内 視 鏡 挿 入 部 用 節 輪 連 結 体 の
製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 ３ の 工 程 の 前 に 、 前 記 複 数 の 節 輪 準 備 部 の 内 の 少 な く と も １ つ の 前 記 節 輪 準 備 部
に 、 ワ イ ヤ ー を 挿 通 す る た め の ワ イ ヤ ー 受 け を 形 成 す る た め の ワ イ ヤ ー 受 け 準 備 部 を 形 成
す る 工 程 を さ ら に 具 備 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 内 視 鏡 挿 入 部 用 節 輪 連 結 体 の
製 造 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
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　 前 記 ワ イ ヤ ー 受 け 準 備 部 を 形 成 す る 工 程 で は 、 前 記 節 輪 連 結 体 準 備 部 の 一 端 側 の 前 記 節
輪 準 備 部 に ワ イ ヤ ー 受 け 準 備 部 を 形 成 し 、 他 端 側 の 残 り の 前 記 節 輪 準 備 部 に は ワ イ ヤ ー 受
け 準 備 部 を 形 成 し な い 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 内 視 鏡 挿 入 部 用 節 輪 連 結 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 互 い に 共 軸 に 並 設 さ れ て い る 筒 状 の 複 数 の 節 輪 と 、
　 隣 り 合 う 両 節 輪 を 互 い に 連 結 し て い る 少 な く と も １ つ の 連 結 部 と 、
　 を 具 備 す る 内 視 鏡 挿 入 部 用 節 輪 連 結 体 で あ っ て 、
　 前 記 節 輪 及 び 前 記 連 結 部 は 、 弾 性 を 有 す る 一 枚 の 板 材 か ら 一 体 的 に 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 連 結 部 は 、 前 記 連 結 部 の 少 な く と も 一 部 分 に 形 成 さ れ 、 当 該 連 結 部 に よ り 連 結 さ れ
て い る 両 節 輪 の 周 面 を 含 む 筒 状 面 に 交 差 す る よ う に 配 置 さ れ 、 当 該 両 節 輪 を 互 い に 揺 動 可
能 と す る ヒ ン ジ 部 を 有 し 、
　 前 記 節 輪 連 結 体 の 一 端 部 の 節 輪 は 、 内 視 鏡 の 先 端 構 成 部 と 接 続 さ れ る 先 端 側 接 続 部 を 有
し 、
　 前 記 節 輪 連 結 体 の 他 端 部 の 節 輪 は 、 内 視 鏡 の 蛇 管 部 あ る い は 操 作 部 と 接 続 さ れ る 基 端 側
接 続 部 を 有 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 挿 入 部 用 節 輪 連 結 体 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 節 輪 は 、 前 記 節 輪 に お い て 前 記 節 輪 の 軸 方 向 の 全 体 に わ た っ て 延 び て い る 不 連 続 部
を 有 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 内 視 鏡 挿 入 部 用 節 輪 連 結 体 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 節 輪 は 、 前 記 節 輪 に お い て 前 記 節 輪 の 軸 方 向 に 延 び て い る 接 合 部 を 有 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 内 視 鏡 挿 入 部 用 節 輪 連 結 体 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 複 数 の 節 輪 の 内 の 少 な く と も １ つ の 節 輪 は 、 ワ イ ヤ ー を 挿 通 す る た め の ワ イ ヤ ー 受
け を 有 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 内 視 鏡 挿 入 部 用 節 輪 連 結 体 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 こ の 節 輪 連 結 体 の 一 端 側 の 前 記 節 輪 は 前 記 ワ イ ヤ ー 受 け を 有 し 、 他 端 側 の 残 り の 節 輪 は
前 記 ワ イ ヤ ー 受 け を 有 さ な い 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 内 視 鏡 挿 入 部 用 節 輪 連 結 体 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 １ ０ か ら １ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 内 視 鏡 挿 入 部 用 節 輪 連 結 体 を 具 備 す る こ と
を 特 徴 と す る 内 視 鏡 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 挿 入 部 の 骨 格 構 造 を な す 節 輪 連 結 体 及 び そ の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 挿 入 部 に は 湾 曲 作 動 さ れ る 湾 曲 部 が 配 設 さ れ て お り 、 こ の 湾 曲 部 は そ の 骨 格 構 造
を な す 節 輪 連 結 体 を 有 す る 。 こ の 節 輪 連 結 体 で は 、 複 数 の 筒 状 の 節 輪 が 互 い に 共 軸 に 並 設
さ れ て お り 、 隣 り 合 う 両 節 輪 は 中 心 軸 に 対 し て 対 称 な 位 置 に あ る 一 対 の 連 結 部 に よ っ て 揺
動 可 能 に 連 結 さ れ て い る 。 こ れ ら 連 結 部 は 、 例 え ば 、 各 節 輪 の 両 端 面 に 舌 片 部 を 突 設 し 、
隣 り 合 う 節 輪 の 舌 片 部 を 重 ね 合 わ せ て 互 い に 回 動 可 能 に リ ベ ッ ト 止 め す る こ と に よ り 形 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 １ に は 、 節 輪 連 結 体 の 組 立 性 を 向 上 さ せ る た め に 、 リ ベ ッ ト 止 め に 代 わ
っ て 、 重 ね 合 わ さ れ た 両 舌 片 部 間 に 鋼 球 を 介 設 す る こ と に よ り 連 結 部 を 形 成 す る こ と が 開
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示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － １ ２ ８ ５ ９ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の 節 輪 連 結 体 で は 、 特 許 文 献 １ の よ う な 節 輪 連 結 体 で あ っ て も 、 精
密 な 微 細 部 品 を 極 め て 高 い 精 度 で 組 み 立 て る 必 要 が あ る 。 こ の た め 、 節 輪 連 結 体 の 製 造 に
お い て は 、 高 度 に 熟 練 し た 人 手 に 依 存 す る か 、 大 掛 か り な 高 性 能 自 動 組 立 装 置 が 必 要 と な
り 、 節 輪 連 結 体 の 製 造 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が 困 難 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 に 着 目 し て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 製 造 効 率 の
高 い 内 視 鏡 挿 入 部 用 節 輪 連 結 体 の 製 造 方 法 、 及 び 、 こ の よ う な 製 造 方 法 に よ る 製 造 に 好 適
な 内 視 鏡 挿 入 部 用 節 輪 連 結 体 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 第 １ 実 施 態 様 の 内 視 鏡 用 節 輪 連 結 体 の 製 造 方 法 は 、 互 い に 共 軸 に 並 設 さ れ て い
る 筒 状 の 複 数 の 節 輪 と 、 隣 り 合 う 両 節 輪 を 互 い に 連 結 し て い る 少 な く と も １ つ の 連 結 部 と
、 を 有 す る 内 視 鏡 挿 入 部 用 節 輪 連 結 体 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 弾 性 を 有 す る 一 枚 の 板 材 に 、
前 記 複 数 の 節 輪 を 形 成 す る た め の 複 数 の 節 輪 準 備 部 と 前 記 少 な く と も １ つ の 連 結 部 を 形 成
す る た め の 少 な く と も １ つ の 連 結 部 準 備 部 と を 有 す る 節 輪 連 結 体 準 備 部 を 、 前 記 板 材 の 縁
部 か ら 延 出 さ れ て い る 支 持 部 に よ っ て 前 記 節 輪 連 結 体 準 備 部 が 支 持 さ れ る よ う に 、 穴 抜 き
加 工 に よ り 形 成 す る 第 １ の 工 程 と 、 前 記 連 結 部 準 備 部 の 少 な く と も 一 部 分 を 、 前 記 板 材 に
平 行 な 平 面 に 交 差 す る よ う に 折 り 曲 げ 加 工 す る 第 ２ の 工 程 と 、 前 記 節 輪 連 結 体 準 備 部 を 筒
状 に す る た め に 、 前 記 節 輪 連 結 体 準 備 部 を 少 な く と も １ 回 Ｕ 曲 げ 加 工 す る 第 ３ の 工 程 と 、
前 記 節 輪 連 結 体 準 備 部 を 筒 状 に す る た め に 、 Ｕ 曲 げ 加 工 さ れ た 前 記 節 輪 連 結 体 準 備 部 を Ｏ
曲 げ 加 工 す る 第 ４ の 工 程 と 、 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 第 ２ 実 施 態 様 の 内 視 鏡 用 節 輪 連 結 体 の 製 造 方 法 は 、 前 記 第 １ か ら 第 ４ の 工 程 の
内 の 少 な く と も １ つ の 工 程 で は 、 前 記 節 輪 連 結 体 準 備 部 の 全 体 を 同 時 に 加 工 す る 、 こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 第 ３ 実 施 態 様 の 内 視 鏡 用 節 輪 連 結 体 の 製 造 方 法 は 、 前 記 第 １ か ら 第 ４ の 工 程 で
は 、 前 記 板 材 を 各 工 程 を 行 う 加 工 位 置 に 順 送 し て 連 続 的 に 加 工 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 第 ４ 実 施 態 様 の 内 視 鏡 用 節 輪 連 結 体 の 製 造 方 法 は 、 前 記 板 材 は 、 長 手 軸 を 有 し
、 前 記 第 １ か ら 第 ４ の 工 程 で は 、 前 記 節 輪 連 結 部 準 備 部 の 長 手 方 向 が 前 記 板 材 の 長 手 方 向
に 交 差 し て 加 工 が 行 わ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 第 ５ 実 施 態 様 の 内 視 鏡 用 節 輪 連 結 体 の 製 造 方 法 は 、 前 記 第 ４ の 工 程 で は 、 Ｕ 曲
げ 加 工 さ れ た 前 記 節 輪 連 結 体 準 備 部 の 内 側 に 芯 材 を 配 置 し て 、 前 記 節 輪 準 備 部 を 前 記 芯 材
の 外 周 面 に 倣 う よ う に Ｏ 曲 げ 加 工 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 第 ６ 実 施 態 様 の 内 視 鏡 用 節 輪 連 結 体 の 製 造 方 法 は 、 前 記 第 ４ の 工 程 の 後 に 、 Ｏ
曲 げ 加 工 さ れ て 互 い に 突 き 当 て ら れ た 前 記 節 輪 準 備 部 の 両 側 端 部 を 接 合 す る 第 ５ の 工 程 を
さ ら に 具 備 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 第 ７ 実 施 態 様 の 内 視 鏡 用 節 輪 連 結 体 の 製 造 方 法 は 、 前 記 第 ３ の 工 程 の 前 に 、 内
視 鏡 の 先 端 構 成 部 、 蛇 管 部 、 あ る い は 、 操 作 部 と 接 続 さ れ る 接 続 部 を 形 成 す る た め の 接 続
部 準 備 部 を 前 記 節 輪 連 結 体 準 備 部 の 少 な く と も 一 方 の 端 部 の 節 輪 準 備 部 に 形 成 す る 工 程 を
さ ら に 具 備 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 。
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【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 第 ８ 実 施 態 様 の 内 視 鏡 用 節 輪 連 結 体 の 製 造 方 法 は 、 前 記 第 ３ の 工 程 の 前 に 、 前
記 複 数 の 節 輪 準 備 部 の 内 の 少 な く と も １ つ の 前 記 節 輪 準 備 部 に 、 ワ イ ヤ ー を 挿 通 す る た め
の ワ イ ヤ ー 受 け を 形 成 す る た め の ワ イ ヤ ー 受 け 準 備 部 を 形 成 す る 工 程 を さ ら に 具 備 す る 、
こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 第 ９ 実 施 態 様 の 内 視 鏡 用 節 輪 連 結 体 の 製 造 方 法 は 、 前 記 ワ イ ヤ ー 受 け 準 備 部 を
形 成 す る 工 程 で は 、 前 記 節 輪 連 結 体 準 備 部 の 一 端 側 の 前 記 節 輪 準 備 部 に ワ イ ヤ ー 受 け 準 備
部 を 形 成 し 、 他 端 側 の 残 り の 前 記 節 輪 準 備 部 に は ワ イ ヤ ー 受 け 準 備 部 を 形 成 し な い 、 こ と
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 第 １ ０ 実 施 態 様 の 内 視 鏡 用 節 輪 連 結 体 は 、 互 い に 共 軸 に 並 設 さ れ て い る 筒 状 の
複 数 の 節 輪 と 、 隣 り 合 う 両 節 輪 を 互 い に 連 結 し て い る 少 な く と も １ つ の 連 結 部 と 、 を 具 備
す る 内 視 鏡 挿 入 部 用 節 輪 連 結 体 で あ っ て 、 前 記 節 輪 及 び 前 記 連 結 部 は 、 弾 性 を 有 す る 一 枚
の 板 材 か ら 一 体 的 に 形 成 さ れ て お り 、 前 記 連 結 部 は 、 前 記 連 結 部 の 少 な く と も 一 部 分 に 形
成 さ れ 、 当 該 連 結 部 に よ り 連 結 さ れ て い る 両 節 輪 の 周 面 を 含 む 筒 状 面 に 交 差 す る よ う に 配
置 さ れ 、 当 該 両 節 輪 を 互 い に 揺 動 可 能 と す る ヒ ン ジ 部 を 有 し 、 前 記 節 輪 連 結 体 の 一 端 部 の
節 輪 は 、 内 視 鏡 の 先 端 構 成 部 と 接 続 さ れ る 先 端 側 接 続 部 を 有 し 、 前 記 節 輪 連 結 体 の 他 端 部
の 節 輪 は 、 内 視 鏡 の 蛇 管 部 あ る い は 操 作 部 と 接 続 さ れ る 基 端 側 接 続 部 を 有 す る 、 こ と を 特
徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 第 １ １ 実 施 態 様 の 内 視 鏡 用 節 輪 連 結 体 は 、 前 記 節 輪 は 、 前 記 節 輪 に お い て 前 記
節 輪 の 軸 方 向 の 全 体 に わ た っ て 延 び て い る 不 連 続 部 を 有 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 第 １ ２ 実 施 態 様 の 内 視 鏡 用 節 輪 連 結 体 は 、 前 記 節 輪 は 、 前 記 節 輪 に お い て 前 記
節 輪 の 軸 方 向 に 延 び て い る 接 合 部 を 有 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 第 １ ３ 実 施 態 様 の 内 視 鏡 用 節 輪 連 結 体 は 、 前 記 複 数 の 節 輪 の 内 の 少 な く と も １
つ の 節 輪 は 、 ワ イ ヤ ー を 挿 通 す る た め の ワ イ ヤ ー 受 け を 有 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 第 １ ４ 実 施 態 様 の 内 視 鏡 用 節 輪 連 結 体 は 、 こ の 節 輪 連 結 体 の 一 端 側 の 前 記 節 輪
は 前 記 ワ イ ヤ ー 受 け を 有 し 、 他 端 側 の 残 り の 節 輪 は 前 記 ワ イ ヤ ー 受 け を 有 さ な い 、 こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 第 １ ５ 実 施 態 様 の 内 視 鏡 は 、 上 記 内 視 鏡 挿 入 部 用 節 輪 連 結 体 を 具 備 す る こ と を
特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 第 １ 実 施 態 様 の 内 視 鏡 用 節 輪 連 結 体 の 製 造 方 法 で は 、 両 端 部 を 有 す る 節 輪 連 結
体 の 全 体 を 一 枚 の 板 材 か ら 穴 抜 き 加 工 と 曲 げ 加 工 と に よ っ て 一 体 的 に 製 造 す る こ と が で き
、 節 輪 連 結 体 の 製 造 効 率 が 向 上 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 第 ２ 実 施 態 様 の 内 視 鏡 用 節 輪 連 結 体 の 製 造 方 法 で は 、 節 輪 連 結 体 準 備 部 の 全 体
を 同 時 に 加 工 し て お り 、 節 輪 連 結 体 の 加 工 時 間 を 短 縮 す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 第 ３ 実 施 態 様 の 内 視 鏡 用 節 輪 連 結 体 の 製 造 方 法 で は 、 板 材 を 各 工 程 を 行 う 加 工
位 置 に 順 送 し て 連 続 的 に 加 工 し て お り 、 節 輪 連 結 体 の 量 産 効 率 が 向 上 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 第 ４ 実 施 態 様 の 内 視 鏡 用 節 輪 連 結 体 の 製 造 方 法 で は 、 節 輪 連 結 体 準 備 部 の 長 手
方 向 が 板 材 の 長 手 方 向 に 交 差 し て 加 工 が 行 わ れ て お り 、 節 輪 連 結 体 準 備 部 の 長 手 方 向 が 板
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材 の 長 手 方 向 と 平 行 と な っ て い る 場 合 と 比 較 し て 、 製 造 ラ イ ン の 全 長 を 短 く す る こ と が 可
能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の 第 ５ 実 施 態 様 の 内 視 鏡 用 節 輪 連 結 体 の 製 造 方 法 で は 、 Ｏ 曲 げ 加 工 の 際 に 芯 材 を
用 い て お り 、 Ｏ 曲 げ 加 工 の 加 工 性 が 向 上 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 第 ６ 実 施 態 様 の 内 視 鏡 用 節 輪 連 結 体 の 製 造 方 法 で は 、 節 輪 準 備 部 の 両 側 端 部 を
接 合 し て お り 、 接 合 し な い 場 合 と 比 較 し て 、 強 度 の 向 上 さ れ た 節 輪 連 結 体 を 製 造 す る こ と
が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 の 第 ７ 実 施 態 様 の 内 視 鏡 用 節 輪 連 結 体 の 製 造 方 法 で は 、 節 輪 連 結 体 準 備 部 の 端 部
の 節 輪 準 備 部 に 接 続 部 準 備 部 を 形 成 す る こ と に よ り 、 節 輪 連 結 体 の 端 部 に 接 続 部 を 形 成 し
て い る 。 こ の た め 、 Ｕ 曲 げ 加 工 や Ｏ 曲 げ 加 工 の 後 に 、 接 続 部 を 形 成 す る た め の 追 加 工 を 行
う 必 要 が な く 、 節 輪 連 結 体 の 製 造 効 率 が 一 層 向 上 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 の 第 ８ 実 施 態 様 の 内 視 鏡 用 節 輪 連 結 体 の 製 造 方 法 で は 、 ワ イ ヤ ー 受 け 準 備 部 を 複
数 の 節 輪 準 備 部 の 内 の 少 な く と も １ つ の 節 輪 準 備 部 に 形 成 す る こ と に よ り 、 節 輪 に ワ イ ヤ
ー 受 け を 形 成 し て い る 。 こ の た め 、 Ｕ 曲 げ 加 工 や Ｏ 曲 げ 加 工 の 後 に 、 ワ イ ヤ ー 受 け を 形 成
す る た め の 追 加 工 を 行 う 必 要 が な く 、 節 輪 連 結 体 の 製 造 効 率 が 一 層 向 上 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の 第 ９ 実 施 態 様 の 内 視 鏡 用 節 輪 連 結 体 の 製 造 方 法 で は 、 節 輪 連 結 体 準 備 部 の 一 端
側 の 節 輪 準 備 部 に ワ イ ヤ ー 受 け 準 備 部 を 形 成 す る と 共 に 、 他 端 側 の 残 り の 節 輪 準 備 部 に は
ワ イ ヤ ー 受 け 準 備 部 を 形 成 し な い こ と に よ り 、 節 輪 連 結 体 の 一 端 側 の 節 輪 に ワ イ ヤ ー 受 け
を 形 成 し 、 他 端 側 の 残 り の 節 輪 準 備 部 に は ワ イ ヤ ー 受 け を 形 成 し て い な い 。 こ の た め 、 節
輪 連 結 体 の 一 端 側 に よ り 湾 曲 部 を 形 成 し 、 他 端 側 に よ り 蛇 管 部 を 形 成 す る こ と が で き る 。
こ の よ う に 、 穴 抜 き 加 工 と 曲 げ 加 工 と に よ っ て 全 体 が 一 体 的 に 製 造 さ れ る 節 輪 連 結 体 に よ
っ て 、 内 視 鏡 挿 入 部 の 全 体 の 骨 格 構 造 を 形 成 す る こ と が で き 、 内 視 鏡 挿 入 部 の 製 造 効 率 を
向 上 す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 の 第 １ ０ 実 施 態 様 の 内 視 鏡 用 節 輪 連 結 体 は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 態 様 の 内 視 鏡 用 節
輪 連 結 体 の 製 造 方 法 に よ っ て 製 造 す る の に 好 適 な も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 の 第 １ １ 実 施 態 様 の 内 視 鏡 用 節 輪 連 結 体 は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 態 様 の 内 視 鏡 用 節
輪 連 結 体 の 製 造 方 法 に よ っ て 製 造 す る の に 好 適 な も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 の 第 １ ２ 実 施 態 様 の 内 視 鏡 用 節 輪 連 結 体 は 、 本 発 明 の 第 ６ 実 施 態 様 の 内 視 鏡 用 節
輪 連 結 体 の 製 造 方 法 に よ っ て 製 造 す る の に 好 適 な も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 の 第 １ ３ 実 施 態 様 の 内 視 鏡 用 節 輪 連 結 体 は 、 本 発 明 の 第 ８ 実 施 態 様 の 内 視 鏡 用 節
輪 連 結 体 の 製 造 方 法 に よ っ て 製 造 す る の に 好 適 な も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 の 第 １ ４ 実 施 態 様 の 内 視 鏡 用 節 輪 連 結 体 は 、 本 発 明 の 第 ９ 実 施 態 様 の 内 視 鏡 用 節
輪 連 結 体 の 製 造 方 法 に よ っ て 製 造 す る の に 好 適 な も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 発 明 の 第 １ ５ 実 施 態 様 の 内 視 鏡 は 、 上 記 内 視 鏡 挿 入 部 用 節 輪 連 結 体 と 同 様 な 効 果 を 奏
す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 を 図 １ か ら 図 ４ Ｃ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
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　 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 １ ０ は 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 細 長 い 挿 入 部
１ ２ を 有 す る 。 こ の 挿 入 部 １ ２ は 、 先 端 構 成 部 １ ４ と 、 湾 曲 作 動 さ れ る 湾 曲 部 １ ６ と 、 可
撓 性 を 有 す る 長 尺 の 蛇 管 部 １ ８ と を 先 端 側 か ら 順 に 連 結 す る こ と に よ り 形 成 さ れ て い る 。
挿 入 部 １ ２ の 基 端 部 に は 操 作 者 に 保 持 操 作 さ れ る 操 作 部 ２ ０ が 連 結 さ れ て お り 、 操 作 部 ２
０ に は 湾 曲 部 １ ６ を 湾 曲 操 作 す る た め の 上 下 方 向 湾 曲 操 作 ノ ブ ２ １ ａ 、 左 右 方 向 湾 曲 操 作
ノ ブ ２ １ ｂ が 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ を 参 照 し 、 湾 曲 部 １ ６ は 、 湾 曲 部 １ ６ の 骨 格 構 造 を な す 節 輪 連 結 体 ２ ２ を
有 す る 。 後 で 詳 述 す る よ う に 、 弾 性 を 有 す る 一 枚 の 板 材 か ら 、 先 端 構 成 部 １ ４ の 基 端 部 側
及 び 蛇 管 部 １ ８ の 先 端 部 側 に 夫 々 接 続 す る よ う に し た 、 両 端 部 を 有 す る 節 輪 連 結 体 ２ ２ の
全 体 が 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の 節 輪 連 結 体 ２ ２ で は 、 先 端 構 成 部 １ ４ 側 か ら み て 、
薄 肉 円 筒 状 の 第 １ か ら 第 ５ の 節 輪 ２ ６ が 共 軸 に 並 設 さ れ て お り 、 隣 り 合 う 両 節 輪 ２ ６ は 、
夫 々 、 湾 曲 部 １ ６ の 中 心 軸 に 対 し て 対 称 な 位 置 に あ る 第 １ か ら 第 ４ の 一 対 の 連 結 部 ２ ８ に
よ っ て 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 連 結 部 ２ ８ は 板 状 の ヒ ン ジ 部 ３ ０ を 有 し 、 こ の ヒ ン ジ 部 ３ ０ は 、 各 節 輪 ２ ６ の 周 面 を 含
む 円 筒 状 面 に 直 交 す る よ う に 配 置 さ れ 、 節 輪 連 結 体 ２ ２ の 軸 方 向 に 延 び て い る 。 一 対 の 連
結 部 ２ ８ の 各 ヒ ン ジ 部 ３ ０ が ヒ ン ジ 部 ３ ０ の 略 中 央 部 付 近 で 屈 曲 変 形 す る こ と に よ り 、 当
該 一 対 の 連 結 部 ２ ８ に 連 結 さ れ て い る 両 節 輪 ２ ６ が 互 い に 揺 動 可 能 で あ る 。 第 １ か ら 第 ４
の 一 対 の 連 結 部 ２ ８ は 、 節 輪 連 結 体 ２ ２ の 軸 方 向 に 、 節 輪 連 結 体 ２ ２ の 中 心 軸 方 向 に み て
９ ０ ° だ け 順 次 ず ら さ れ て 配 設 さ れ て い る 。 即 ち 、 所 定 の 節 輪 ２ ６ に 対 す る そ の 先 端 側 の
節 輪 ２ ６ の 揺 動 方 向 と 、 所 定 の 節 輪 ２ ６ に 対 す る そ の 後 端 側 の 節 輪 ２ ６ の 揺 動 方 向 と は 、
互 い に 直 交 し て い る 。 こ の よ う な 節 輪 ２ ６ 間 の 揺 動 を 組 み 合 わ せ る こ と に よ り 、 節 輪 連 結
体 ２ ２ は 任 意 の 方 向 に 湾 曲 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 隣 り 合 う 両 節 輪 ２ ６ の 間 を 連 結 し て い る 連 結 部 ２ ８ は 、 ヒ ン ジ 部 ３ ０ と 節 輪 ２ ６
と の 間 に 配 置 さ れ て い る 一 対 の 保 持 部 ３ ２ を 有 す る 。 保 持 部 ３ ２ は 、 全 体 と し て 上 記 円 筒
状 面 に 沿 っ て 節 輪 ２ ６ の 端 面 に 配 置 さ れ 、 節 輪 ２ ６ の 端 面 か ら 節 輪 連 結 体 ２ ２ の 軸 方 向 に
延 出 さ れ 、 続 い て 節 輪 連 結 体 ２ ２ の 周 方 向 に 延 び 、 折 り 曲 げ 形 状 ３ ４ を 介 し て ヒ ン ジ 部 ３
０ の 端 部 に 連 結 さ れ て い る 。 こ こ で 、 折 り 曲 げ 形 状 ３ ４ の 折 り 線 は 節 輪 連 結 体 ２ ２ の 軸 方
向 に 平 行 で あ る 。 従 っ て 、 一 対 の 保 持 部 ３ ２ の 間 は 空 い て 離 れ て お り 、 折 り 曲 げ 形 状 ３ ４
を 介 し て 端 部 が 連 結 さ れ て い る ヒ ン ジ 部 ３ ０ の 略 中 央 部 付 近 は く び れ て 板 状 の 幅 が 小 さ く
な っ て お り 、 こ の く び れ 部 で 屈 曲 変 形 が 容 易 に な さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 そ し て 、 第 １ か ら 第 ５ の 節 輪 ２ ６ に は 、 湾 曲 部 １ ６ を 湾 曲 操 作 す る た め の 操 作 ワ イ ヤ ー
が 挿 通 さ れ る 第 １ か ら 第 ５ の 一 対 の ワ イ ヤ ー 受 け ３ ６ が 夫 々 形 成 さ れ て い る 。 こ れ ら ワ イ
ヤ ー 受 け ３ ６ は 、 各 節 輪 ２ ６ に お い て 周 方 向 に 並 設 さ れ て い る 両 ス リ ッ ト 間 の 部 分 を 径 方
向 内 側 に く 字 状 に 突 出 さ せ た 形 態 を 有 す る 。 そ し て 、 第 １ か ら 第 ５ の 一 対 の ワ イ ヤ ー 受 け
３ ６ は 、 節 輪 連 結 体 ２ ２ の 軸 方 向 に 、 内 視 鏡 １ ０ の 観 察 視 野 に 対 し て 上 下 の 位 置 、 左 右 の
位 置 に 交 互 に 配 設 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 各 節 輪 ２ ６ に 夫 々 形 成 さ れ て い る 一 対 の
ワ イ ヤ ー 受 け ３ ６ は 、 節 輪 連 結 体 ２ ２ の 軸 方 向 に 、 当 該 節 輪 ２ ６ の 基 端 側 の 連 結 部 ２ ８ の
形 成 位 置 に 並 設 さ れ て い る 。 上 下 左 右 の 位 置 の ワ イ ヤ ー 受 け ３ ６ に は 夫 々 上 下 左 右 湾 曲 操
作 用 の 各 操 作 ワ イ ヤ ー が 挿 通 さ れ 、 湾 曲 部 １ ６ は 上 下 左 右 方 向 に 湾 曲 作 動 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 な お 、 後 で 詳 述 す る よ う に 、 各 節 輪 ２ ６ は 、 一 枚 の 板 材 か ら 形 成 さ れ る 長 板 形 状 の 節 輪
準 備 部 を 円 筒 状 に 変 形 し て 、 そ の 両 側 端 部 を 突 き 当 て る こ と に よ り 形 成 さ れ て い る 。 こ の
た め 、 節 輪 ２ ６ に は 、 節 輪 ２ ６ の 円 筒 状 面 に 、 節 輪 連 結 体 ２ ２ の 軸 方 向 に 節 輪 ２ ６ の 全 長
に わ た っ て 延 び て い る 不 連 続 部 ３ ８ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 最 先 端 の 第 １ の 節 輪 ２ ６ の 先 端 側 は 、 先 端 構 成 部 １ ４ を 形 成 す る 先 端 構 成 部 材 ３ ９ の 基
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端 側 に 外 嵌 さ れ て い る 。 そ し て 、 第 １ の 節 輪 ２ ６ の 先 端 側 の 円 筒 状 面 に は 固 定 孔 ４ ０ が 形
成 さ れ て お り 、 こ の 固 定 孔 ４ ０ に 装 着 さ れ て い る 固 定 ピ ン ４ １ に よ っ て 、 第 １ の 節 輪 ２ ６
の 先 端 側 が 先 端 構 成 部 材 ３ ９ の 基 端 側 に 固 定 さ れ て い る 。 一 方 、 最 基 端 の 第 ５ の 節 輪 ２ ６
の 基 端 側 は 、 蛇 管 部 １ ８ の 先 端 部 に 配 設 さ れ て い る 接 続 リ ン グ ４ ２ の 先 端 側 に 外 嵌 さ れ 、
溶 接 さ れ て い る 。 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 の 節 輪 連 結 体 ２ ２ で は 、 最 先 端 の 第 １ の 節 輪 ２
６ の 先 端 側 に お い て 、 先 端 構 成 部 １ ４ と 接 続 さ れ る 先 端 側 接 続 部 ４ ３ が 形 成 さ れ て お り 、
最 基 端 の 第 ５ の 節 輪 ２ ６ の 基 端 側 に お い て 、 蛇 管 部 １ ８ と 接 続 さ れ る 基 端 側 接 続 部 ４ ４ が
形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 節 輪 連 結 体 ２ ２ の 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 図 ３ を 参 照 し て 、 節
輪 連 結 体 ２ ２ の 製 造 方 法 の 概 略 に つ い て 説 明 す る 。 節 輪 連 結 体 ２ ２ の 製 造 に は 、 弾 性 を 有
す る 板 材 ４ ５ が 用 い ら れ る 。 板 材 ４ ５ と し て は 、 例 え ば 、 ス テ ン レ ス 鋼 板 材 、 ば ね 鋼 板 材
、 燐 青 銅 等 の 非 鉄 系 ば ね 板 材 と い っ た 金 属 板 材 、 樹 脂 板 材 、 こ れ ら 板 材 を 積 層 し 若 し く は
こ れ ら 板 材 に 強 化 材 を 含 有 さ せ た 複 合 板 材 が 用 い ら れ る 。 板 材 ４ ５ は ア ン コ イ ラ ー ４ ６ に
巻 回 保 持 さ れ る 。 そ し て 、 ア ン コ イ ラ ー ４ ６ か ら 導 出 さ れ た 板 材 ４ ５ は レ ベ ラ ー ４ ７ に よ
っ て 平 面 に 矯 正 さ れ る 。 レ ベ ラ ー ４ ７ か ら 導 出 さ れ た 板 材 ４ ５ は 、 送 り 装 置 ４ ８ に よ っ て
プ レ ス 機 ４ ９ の 順 送 金 型 ５ ０ 内 へ と 導 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の 順 送 金 型 ５ ０ は 、 上 型 の パ ン チ ホ ル ダ ー ５ １ と 下 型 の ダ イ ホ ル ダ ー ５ ２ と に よ っ て
形 成 さ れ て い る 。 パ ン チ ホ ル ダ ー ５ １ の パ ン チ プ レ ー ト ５ ４ に は 、 第 １ か ら 第 １ １ の パ ン
チ ５ ８ ａ ， ５ ８ ｂ ， … ， ５ ８ ｊ ， ５ ８ ｋ が 等 間 隔 で 並 設 さ れ て お り 、 ま た 、 ダ イ ホ ル ダ ー
５ ２ の ダ イ プ レ ー ト ５ ６ に は 、 第 １ か ら 第 １ １ の ダ イ ６ ０ ａ ， ６ ０ ｂ ， … ， ６ ０ ｊ ， ６ ０
ｋ が 等 間 隔 で 並 設 さ れ て い る 。 第 １ か ら 第 １ １ の パ ン チ ５ ８ ａ ， … ， ５ ８ ｋ と 第 １ か ら 第
１ １ の ダ イ ６ ０ ａ ， … ， ６ ０ ｋ と は 、 夫 々 、 互 い に 対 向 し て 第 １ か ら 第 １ １ の 加 工 位 置 Ｐ
１ ， Ｐ ２ ， … ， Ｐ １ ０ ， Ｐ １ １ を 形 成 し て い る 。 板 材 ４ ５ は 、 送 り 装 置 ４ ８ に よ っ て 、 各
加 工 位 置 Ｐ １ ， … ， Ｐ １ １ 間 の 間 隔 に 相 当 す る 距 離 だ け 間 欠 的 に 送 ら れ 、 各 加 工 位 置 Ｐ １
， … ， Ｐ １ １ へ と 順 送 さ れ て 連 続 的 に 加 工 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ４ Ａ か ら 図 ４ Ｃ を 参 照 し て 、 節 輪 連 結 体 ２ ２ の 製 造 方 法 を 各 工 程 に 分 け て 詳 細 に 説 明
す る 。 各 加 工 位 置 Ｐ １ ， … ， Ｐ １ １ で 、 節 輪 連 結 体 ２ ２ を 形 成 す る た め の 節 輪 連 結 体 準 備
部 ６ ６ の 全 体 が 同 時 に 加 工 さ れ る 。 即 ち 、 各 加 工 位 置 Ｐ １ ， … ， Ｐ １ １ で 、 第 １ か ら 第 ５
の 節 輪 ２ ６ を 形 成 す る た め の 第 １ か ら 第 ５ の 節 輪 準 備 部 ６ ８ と 、 第 １ か ら 第 ４ の 一 対 の 連
結 部 ２ ８ を 形 成 す る た め の 第 １ か ら 第 ４ の 一 対 の 連 結 部 準 備 部 ７ ０ と が 同 時 に 加 工 さ れ な
が ら 板 材 ４ ５ が 順 送 さ れ る 。 ま た 、 節 輪 連 結 体 ２ ２ の 長 手 方 向 は 、 板 材 ４ ５ の 長 手 方 向 、
即 ち 、 板 材 ４ ５ の 送 り 方 向 に 直 交 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 　 工 程 １ （ 第 １ の 加 工 位 置 Ｐ １ ）
　 板 材 ４ ５ の 幅 方 向 の 両 端 部 に 、 一 対 の パ イ ロ ッ ト 穴 ６ １ を 形 成 す る 。 こ の 一 対 の パ イ ロ
ッ ト 穴 ６ １ は 、 順 送 さ れ る 板 材 ４ ５ を 各 加 工 位 置 Ｐ ２ ， … ， Ｐ １ １ に お い て 位 置 決 め す る
た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 　 工 程 ２ （ 第 ２ の 加 工 位 置 Ｐ ２ ）
　 工 程 ２ 及 び 工 程 ３ で は 、 第 １ か ら 第 ５ の 一 対 の ワ イ ヤ ー 受 け ３ ６ を 形 成 す る た め の 第 １
か ら 第 ５ の 一 対 の ワ イ ヤ ー 受 け 準 備 部 ６ ２ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ こ で 、 一 対 の ワ イ ヤ ー 受 け 準 備 部 ６ ２ の 内 の 両 ワ イ ヤ ー 受 け 準 備 部 ６ ２ は 、 板 材 ４ ５
の 長 手 方 向 に 、 節 輪 連 結 体 ２ ２ の 周 方 向 へ の 両 ワ イ ヤ ー 受 け ３ ６ 間 の 長 さ に 対 応 す る 長 さ
だ け 離 間 さ れ て 、 並 設 さ れ る 。 そ し て 、 第 １ か ら 第 ５ の 一 対 の ワ イ ヤ ー 受 け 準 備 部 ６ ２ は
、 板 材 ４ ５ の 幅 方 向 に 、 節 輪 連 結 体 ２ ２ の 軸 方 向 へ の 隣 り 合 う 一 対 の ワ イ ヤ ー 受 け ３ ６ 間
の 長 さ に 対 応 す る 長 さ だ け 離 間 さ れ て 、 並 設 さ れ る 。 さ ら に 、 第 ２ 及 び 第 ４ の 一 対 の ワ イ
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ヤ ー 受 け 準 備 部 ６ ２ は 、 第 １ 、 第 ３ 、 第 ５ の 一 対 の ワ イ ヤ ー 受 け 準 備 部 ６ ２ に 対 し て 、 板
材 ４ ５ の 長 手 方 向 に 、 節 輪 連 結 体 ２ ２ の 周 方 向 へ の 両 ワ イ ヤ ー 受 け ３ ６ 間 の 長 さ の 半 分 の
長 さ に 対 応 す る 長 さ だ け 、 先 端 側 へ と ず ら さ れ て 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 工 程 ２ で は 、 ワ イ ヤ ー 受 け ３ ６ の 先 端 面 及 び 基 端 面 を 夫 々 規 定 す る 一 対 の ス リ ッ ト ６ ４
を 形 成 す る 。 こ の 一 対 の ス リ ッ ト ６ ４ は 、 板 材 ４ ５ の 長 手 方 向 に 延 び 、 互 い に 並 設 さ れ て
い る 。 こ こ で 、 板 材 ４ ５ の 長 手 方 向 へ の ス リ ッ ト ６ ４ の 長 さ は 節 輪 連 結 体 ２ ２ の 周 方 向 へ
の ワ イ ヤ ー 受 け ３ ６ の 長 さ に 対 応 し 、 一 対 の ス リ ッ ト ６ ４ の ス リ ッ ト ６ ４ 間 の 間 隔 は 節 輪
連 結 体 ２ ２ の 軸 方 向 へ の ワ イ ヤ ー 受 け ３ ６ の 長 さ に 対 応 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 　 工 程 ３ （ 第 ３ の 加 工 位 置 Ｐ ３ ）
　 一 対 の ス リ ッ ト ６ ４ の 内 の ス リ ッ ト ６ ４ 間 の 部 分 を 、 節 輪 ２ ６ の 外 周 面 と な る 側 か ら 内
周 面 と な る 側 へ と （ 紙 面 裏 側 か ら 表 側 へ と ） く 字 状 に 曲 げ 加 工 し て 、 ワ イ ヤ ー 受 け 準 備 部
６ ２ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 　 工 程 ４ か ら 工 程 ６ （ 第 ４ か ら 第 ６ の 加 工 位 置 Ｐ ４ ， Ｐ ５ ， Ｐ ６ ）
　 工 程 ４ か ら 工 程 ６ の 各 工 程 で は 、 板 材 ４ ５ に 対 し て 穴 抜 き 加 工 予 定 部 分 を 段 階 的 に 穴 抜
き 加 工 し て 、 板 材 ４ ５ の 幅 方 向 に 沿 っ て １ つ の 節 輪 連 結 体 ２ ２ を 形 成 す る た め の 節 輪 連 結
体 準 備 部 ６ ６ を 形 成 す る 。 即 ち 、 板 材 ４ ５ に 対 し て 、 第 １ か ら 第 ５ の 節 輪 ２ ６ を 形 成 す る
た め の 第 １ か ら 第 ５ の 節 輪 準 備 部 ６ ８ と 、 第 １ か ら 第 ４ の 連 結 部 ２ ８ を 形 成 す る た め の 第
１ か ら 第 ４ の 連 結 部 準 備 部 ７ ０ と を 板 材 ４ ５ の 幅 方 向 に 沿 っ て 形 成 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 加 工 位 置 Ｐ ６ で 輪 郭 概 要 が 略 明 確 に 示 さ れ る よ う に 、 プ レ ス に よ る 穴 抜 き 加 工 に よ っ て
、 第 １ か ら 第 ５ の 節 輪 準 備 部 ６ ８ は 、 夫 々 板 材 ４ ５ の 長 手 方 向 に 延 び て い る 長 板 形 状 を 有
し 、 板 材 ４ ５ の 幅 方 向 に 互 い に 並 設 さ れ て い る 。 ま た 、 第 １ か ら 第 ５ の 節 輪 準 備 部 ６ ８ は
、 夫 々 、 第 １ か ら 第 ５ の ワ イ ヤ ー 受 け 準 備 部 ６ ２ を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 連 結 部 準 備 部 ７ ０ は 、 板 材 ４ ５ 平 面 に 平 行 で 、 同 一 面 上 に あ り 、 板 材 ４ ５ の 幅 方 向 に 延
び て い る 板 状 の ヒ ン ジ 部 準 備 部 ７ ２ を 有 す る 。 さ ら に 、 連 結 部 準 備 部 ７ ０ は 、 節 輪 準 備 部
６ ８ と ヒ ン ジ 部 準 備 部 ７ ２ と の 間 に 配 置 さ れ て い る 一 対 の 保 持 部 準 備 部 ７ ４ を 有 す る 。 こ
れ ら 保 持 部 準 備 部 ７ ４ は 、 節 輪 準 備 部 ６ ８ か ら 板 材 ４ ５ の 幅 方 向 に 延 出 さ れ 、 続 い て 板 材
４ ５ の 長 手 方 向 に 延 び 、 折 り 曲 げ 形 状 準 備 部 ７ ６ を 介 し て ヒ ン ジ 部 準 備 部 ７ ２ の 端 部 に 連
結 さ れ て い る 。 折 り 曲 げ 形 状 準 備 部 ７ ６ は 、 一 対 の 保 持 部 準 備 部 ７ ４ に 対 し て 夫 々 折 り 曲
げ ら れ る 、 板 材 ４ ５ の 幅 方 向 に 平 行 な 直 線 状 を な す 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 一 対 の 連 結 部 準 備 部 ７ ０ の 内 の 両 連 結 部 準 備 部 ７ ０ は 、 板 材 ４ ５ の 長 手 方 向 に 並 設 さ れ
て い る 。 そ し て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 節 輪 準 備 部 ６ ８ 間 の 第 １ の 各 連 結 部 準 備 部 ７ ０ は 、 板 材
４ ５ の 幅 方 向 に 、 第 ２ の 節 輪 準 備 部 ６ ８ の 第 ２ の 各 ワ イ ヤ ー 受 け 準 備 部 ６ ２ に 並 設 さ れ て
い る 。 ま た 、 第 ２ 及 び 第 ３ の 節 輪 準 備 部 ６ ８ 間 の 第 ２ の 各 連 結 部 準 備 部 ７ ０ は 、 板 材 ４ ５
の 幅 方 向 に 、 第 ３ の 節 輪 準 備 部 ６ ８ の 第 ３ の 各 ワ イ ヤ ー 受 け 準 備 部 ６ ２ に 並 設 さ れ て い る
。 第 ３ 及 び 第 ４ の 各 連 結 部 準 備 部 ７ ０ も 同 様 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ま た 、 第 １ の 節 輪 準 備 部 ６ ８ に は 、 第 １ の 節 輪 ２ ６ の 固 定 孔 ４ ０ を 形 成 す る た め の 固 定
孔 準 備 部 ７ ８ が 形 成 さ れ る 。 そ し て 、 第 １ の 節 輪 準 備 部 ６ ８ の 端 部 側 に は 、 先 端 構 成 部 １
４ と 接 続 さ れ る 先 端 側 接 続 部 ４ ３ を 形 成 す る た め の 先 端 側 接 続 部 準 備 部 ７ ９ が 形 成 さ れ る
こ と と な る 。 ま た 、 第 ５ の 節 輪 準 備 部 ６ ８ の 端 部 側 に は 、 蛇 管 部 １ ８ と 接 続 さ れ る 基 端 側
接 続 部 ４ ４ を 形 成 す る た め の 基 端 側 接 続 部 準 備 部 ８ ０ が 形 成 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 な お 、 第 ６ の 工 程 の 終 了 後 、 節 輪 連 結 体 準 備 部 ６ ６ は 、 板 材 の 両 端 部 に 対 し 、 一 対 の 支
持 部 ８ １ に よ っ て 支 持 さ れ る 。 こ れ ら 一 対 の 支 持 部 ８ １ は 、 夫 々 、 板 材 ４ ５ の 幅 方 向 の 両
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端 部 （ 両 縁 部 ） か ら 幅 方 向 内 向 き に 延 出 さ れ 、 第 １ 及 び 第 ５ の 各 節 輪 準 備 部 ６ ８ の 端 部 側
に お い て 、 板 材 ４ ５ の 長 手 方 向 に 対 し て 第 １ 及 び 第 ５ の 各 節 輪 準 備 部 ６ ８ の 中 央 部 に 連 結
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 　 工 程 ７ （ 第 ７ の 加 工 位 置 Ｐ ７ ）
　 連 結 部 準 備 部 ７ ０ の 折 り 曲 げ 形 状 準 備 部 ７ ６ に お い て 、 ヒ ン ジ 部 準 備 部 ７ ２ を 節 輪 ２ ６
の 外 周 面 と な る 側 か ら 内 周 面 と な る 側 へ と （ 紙 面 裏 側 か ら 表 側 へ と ） 板 材 ４ ５ 平 面 に 対 し
て 直 交 す る よ う に 折 り 曲 げ 加 工 す る 。 こ の 結 果 、 ヒ ン ジ 部 準 備 部 ７ ２ と 保 持 部 準 備 部 ７ ４
と は 互 い に 直 交 す る こ と と な る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 　 工 程 ８ 及 び 工 程 ９ （ 第 ８ 及 び 第 ９ の 加 工 位 置 Ｐ ８ ， Ｐ ９ ）
　 工 程 ８ 及 び 工 程 ９ で は 、 節 輪 連 結 体 準 備 部 ６ ６ を 、 一 対 の 支 持 部 ８ １ を 通 り 板 材 ４ ５ の
幅 方 向 に 延 び る 線 を 底 線 と し て 、 節 輪 ２ ６ の 外 周 面 と な る 側 か ら 内 周 面 と な る 側 へ と （ 紙
面 裏 側 か ら 表 側 へ と ） 平 面 状 態 か ら 最 終 曲 率 ま で Ｕ 曲 げ 加 工 す る 。 な お 、 工 程 ８ で は 、 平
面 状 態 の 節 輪 連 結 体 準 備 部 ６ ６ の 、 板 材 ４ ５ の 長 手 方 向 の 側 端 部 を Ｕ 曲 げ 加 工 し （ 第 １ の
Ｕ 曲 げ 加 工 ） 、 工 程 ９ で は 、 節 輪 連 結 体 準 備 部 ６ ６ の 、 板 材 ４ ５ の 長 手 方 向 の 中 央 部 を Ｕ
曲 げ 加 工 す る （ 第 ２ の Ｕ 曲 げ 加 工 ） 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 　 工 程 １ ０ （ 第 １ ０ の 加 工 位 置 Ｐ １ ０ ）
　 Ｕ 曲 げ 加 工 さ れ た 節 輪 連 結 体 準 備 部 ６ ６ に 、 さ ら に Ｏ 曲 げ 加 工 を 行 っ て 円 筒 状 の 節 輪 ２
６ を 形 成 す る 。 こ の 際 、 板 材 ４ ５ の 幅 方 向 の 両 側 端 部 側 か ら 夫 々 幅 方 向 内 向 き に 芯 金 ８ ２
， ８ ２ を 突 出 さ せ て 、 Ｕ 曲 げ 加 工 さ れ た 節 輪 連 結 体 準 備 部 ６ ６ の 内 側 に 芯 金 ８ ２ を 配 置 し
、 節 輪 連 結 体 準 備 部 ６ ６ を 芯 金 ８ ２ の 外 周 面 に 倣 う よ う に Ｏ 曲 げ 加 工 す る 。 図 ４ Ｃ に 示 さ
れ る よ う に 、 芯 金 ８ ２ は 、 円 柱 形 状 の 本 体 部 ８ ４ の 外 周 面 部 に 、 ワ イ ヤ ー 受 け 準 備 部 ６ ２
を 収 容 す る 溝 部 ８ ５ を 本 体 部 ８ ４ の 長 手 方 向 に 延 設 し て 形 成 さ れ た も の で あ る 。 な お 、 Ｏ
曲 げ 加 工 に よ り 形 成 さ れ た 節 輪 準 備 部 ６ ８ の 両 側 端 面 は 、 互 い に 対 面 さ れ て 突 き 当 て ら れ
て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 　 工 程 １ １ （ 第 １ １ の 加 工 位 置 Ｐ １ １ ）
　 板 材 ４ ５ の 幅 方 向 の 両 端 部 に 形 成 さ れ て い る 一 対 の 支 持 部 ８ １ を 打 ち 落 と し 、 板 材 ４ ５
か ら 節 輪 連 結 体 準 備 部 ６ ６ を 分 離 し て 、 節 輪 連 結 体 ２ ２ を 得 る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 従 っ て 、 本 実 施 形 態 は 次 の 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 本 実 施 形 態 の 節 輪 連 結 体 ２ ２ の 製 造 方 法 で は 、 弾 性 を 有 す る 一 枚 の 板 材 ４ ５ に 、 節 輪 連
結 体 準 備 部 ６ ６ を 、 板 材 ４ ５ の 幅 方 向 の 両 端 部 か ら 延 出 さ れ て い る 一 対 の 支 持 部 ８ １ に よ
っ て 支 持 さ れ る よ う に 、 穴 抜 き 加 工 に よ り 形 成 し て い る 。 こ こ で 、 節 輪 連 結 体 準 備 部 ６ ６
は 、 第 １ か ら 第 ５ の 節 輪 ２ ６ を 形 成 す る た め の 第 １ か ら 第 ５ の 節 輪 準 備 部 ６ ８ と 、 第 １ か
ら 第 ４ の 一 対 の 連 結 部 ２ ８ を 形 成 す る た め の 第 １ か ら 第 ４ の 一 対 の 連 結 部 準 備 部 ７ ０ と 、
を 有 す る 。 そ し て 、 連 結 部 準 備 部 ７ ０ の ヒ ン ジ 部 準 備 部 ７ ２ を 、 板 材 ４ ５ に 平 行 な 平 面 に
直 交 す る よ う に 折 り 曲 げ 加 工 し て い る 。 さ ら に 、 節 輪 連 結 体 準 備 部 ６ ６ を 円 筒 状 に す る た
め に 、 節 輪 連 結 体 準 備 部 ６ ６ を ２ 回 Ｕ 曲 げ 加 工 し 、 さ ら に Ｏ 曲 げ 加 工 し て い る 。 こ の よ う
に 、 本 実 施 形 態 の 節 輪 連 結 体 ２ ２ の 製 造 方 法 で は 、 先 端 構 成 部 １ ４ の 基 端 部 側 及 び 蛇 管 部
１ ８ の 先 端 部 側 に 夫 々 接 続 す る よ う に し た 、 両 端 部 を 有 す る 節 輪 連 結 体 ２ ２ の 全 体 を 、 一
枚 の 板 材 ４ ５ か ら プ レ ス 加 工 の み に よ っ て 一 体 的 に 製 造 す る こ と が で き 、 節 輪 連 結 体 ２ ２
の 製 造 効 率 が 向 上 さ れ て い る 。 　
　 こ こ で 、 本 実 施 形 態 の 節 輪 連 結 体 ２ ２ は 、 互 い に 共 軸 に 並 設 さ れ て い る 円 筒 状 の 第 １ か
ら 第 ５ の 節 輪 ２ ６ と 、 隣 り 合 う 両 節 輪 ２ ６ を 互 い に 連 結 し て い る 第 １ か ら 第 ４ の 連 結 部 ２
８ と 、 を 有 し 、 こ れ ら 節 輪 ２ ６ 及 び 連 結 部 ２ ８ は 、 弾 性 を 有 す る 一 枚 の 板 材 ４ ５ か ら 一 体
的 に 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 各 節 輪 ２ ６ は 、 各 節 輪 ２ ６ に お い て 節 輪 ２ ６ の 軸 方 向 の 全
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体 に わ た っ て 延 び て い る 不 連 続 部 ３ ８ を 有 す る 。 ま た 、 各 連 結 部 ２ ８ は ヒ ン ジ 部 ３ ０ を 有
し 、 こ の ヒ ン ジ 部 ３ ０ は 、 隣 り 合 う 両 節 輪 ２ ６ の 両 端 側 に 形 成 さ れ 、 当 該 連 結 部 ２ ８ に よ
り 連 結 さ れ て い る 両 節 輪 ２ ６ の 円 周 面 を 含 む 円 筒 状 面 に 交 差 す る よ う に 配 置 さ れ 、 当 該 両
節 輪 ２ ６ を 互 い に 揺 動 可 能 と す る 。 さ ら に 、 節 輪 連 結 体 ２ ２ の 最 先 端 の 節 輪 ２ ６ は 、 先 端
構 成 部 １ ４ と 接 続 さ れ る 先 端 側 接 続 部 ４ ３ を 有 し 、 節 輪 連 結 体 ２ ２ の 最 基 端 の 節 輪 ２ ６ は
、 蛇 管 部 １ ８ と 接 続 さ れ る 基 端 側 接 続 部 ４ ４ を 有 す る 。 こ の よ う な 節 輪 連 結 体 ２ ２ は 、 本
実 施 形 態 の 節 輪 連 結 体 ２ ２ の 製 造 方 法 に よ り 製 造 す る の に 好 適 な も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ま た 、 加 工 位 置 Ｐ １ ， … ， Ｐ １ １ に お い て 、 節 輪 連 結 体 準 備 部 ６ ６ の 全 体 を 同 時 に 加 工
し て お り 、 節 輪 連 結 体 ２ ２ の 加 工 時 間 を 短 縮 す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 さ ら に 、 板 材 ４ ５ を 各 工 程 を 行 う 加 工 位 置 Ｐ １ ， … ， Ｐ １ １ に 順 送 し て 連 続 的 に 加 工 し
て お り 、 節 輪 連 結 体 ２ ２ の 量 産 効 率 が 向 上 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 加 え て 、 節 輪 連 結 体 準 備 部 ６ ６ の 長 手 方 向 が 板 材 ４ ５ の 長 手 方 向 に 直 交 し て お り 、 節 輪
連 結 体 準 備 部 ６ ６ の 長 手 方 向 が 板 材 ４ ５ の 長 手 方 向 と 平 行 と な っ て い る 場 合 と 比 較 し て 、
製 造 ラ イ ン の 全 長 を 短 く す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 さ ら に ま た 、 Ｕ 曲 げ 加 工 さ れ た 節 輪 連 結 体 準 備 部 ６ ６ の 内 側 に 芯 金 ８ ２ を 配 置 し て 、 節
輪 準 備 部 ６ ８ を 芯 金 ８ ２ の 外 周 面 に 倣 う よ う に Ｏ 曲 げ 加 工 し て お り 、 Ｏ 曲 げ 加 工 の 加 工 性
が 向 上 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 加 え て ま た 、 一 対 の 支 持 部 ８ １ の 打 ち 落 と し 時 に 、 先 端 側 接 続 部 準 備 部 ７ ９ を 節 輪 連 結
体 準 備 部 ６ ６ の 一 端 部 の 節 輪 ２ ６ に 形 成 す る と 共 に 、 基 端 側 接 続 部 準 備 部 ８ ０ を 節 輪 連 結
体 準 備 部 ６ ６ の 他 端 部 の 節 輪 ２ ６ に 形 成 す る こ と に よ り 、 先 端 構 成 部 １ ４ と 接 続 さ れ る 先
端 側 接 続 部 ４ ３ を 節 輪 連 結 体 ２ ２ の 一 端 部 に 形 成 し 、 蛇 管 部 １ ８ と 接 続 さ れ る 基 端 側 接 続
部 ４ ４ を 節 輪 連 結 体 ２ ２ の 他 端 部 に 形 成 し て い る 。 こ の よ う に 、 プ レ ス 加 工 の 後 に 、 先 端
側 接 続 部 ４ ３ 及 び 基 端 側 接 続 部 ４ ４ を 形 成 す る た め の 追 加 工 を 行 う 必 要 が な く 、 節 輪 連 結
体 ２ ２ の 製 造 効 率 が 一 層 向 上 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 そ し て ま た 、 ワ イ ヤ ー 受 け 準 備 部 ６ ２ を 節 輪 準 備 部 ６ ８ に ス リ ッ ト ６ ４ 加 工 及 び 曲 げ 加
工 に よ り 形 成 す る こ と に よ り 、 節 輪 ２ ６ に ワ イ ヤ ー 受 け ３ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の よ う
に 、 プ レ ス 加 工 の 後 に 、 ワ イ ヤ ー 受 け ３ ６ を 形 成 す る た め の 追 加 工 を 行 う 必 要 が な く 、 節
輪 連 結 体 ２ ２ の 製 造 効 率 が 一 層 向 上 さ れ て い る 。 　
　 こ こ で 、 本 実 施 形 態 の 節 輪 連 結 体 ２ ２ の 節 輪 ２ ６ は ワ イ ヤ ー 受 け ３ ６ を 有 し て お り 、 こ
の よ う な 節 輪 連 結 体 ２ ２ は 、 本 実 施 形 態 の 節 輪 連 結 体 ２ ２ の 製 造 方 法 に よ り 製 造 す る の に
好 適 な も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 を 示 す 。 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 な 機 能 を 有 す る 構 成 に は 、
同 一 の 参 照 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。 図 ５ は 、 図 ４ Ｂ に 示 す 加 工 位 置 Ｐ １ ０ ， Ｐ １ １
で 行 わ れ る 工 程 に 対 応 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 本 実 施 形 態 の 節 輪 連 結 体 ２ ２ は 、 加 工 位 置 Ｐ １ １ で は 、 ７ つ の 節 輪 ２ ６ ａ ， ２ ６ ｂ と ６
つ の 一 対 の 連 結 部 ２ ８ と に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 先 端 側 の ３ つ の 節 輪 ２ ６ ａ に
ワ イ ヤ ー 受 け ３ ６ が 形 成 さ れ て お り 、 こ れ ら ３ つ の 節 輪 ２ ６ ａ は 湾 曲 部 １ ６ の 骨 格 構 造 を
形 成 し て い る 。 最 先 端 の 節 輪 ２ ６ ａ の 先 端 側 は 、 先 端 構 成 部 材 ３ ９ の 基 端 側 に 外 嵌 固 定 さ
れ 、 先 端 側 接 続 部 ４ ３ を 形 成 し て い る 。 な お 、 本 実 施 形 態 の 先 端 側 接 続 部 ４ ３ に は 、 固 定
孔 ４ ０ は 形 成 さ れ て い な い 。 一 方 、 基 端 側 の ４ つ の 節 輪 ２ ６ ｂ に は ワ イ ヤ ー 受 け ３ ６ は 形
成 さ れ て お ら ず 、 こ れ ら ４ つ の 節 輪 ２ ６ ｂ は 蛇 管 部 １ ８ の 骨 格 構 造 を 形 成 し て い る 。 最 基
端 の 節 輪 ２ ６ ｂ の 基 端 側 は 、 内 視 鏡 １ ０ の 操 作 部 ２ ０ の 先 端 部 に 接 続 さ れ 、 基 端 側 接 続 部
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４ ４ を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 本 実 施 形 態 の 節 輪 連 結 体 ２ ２ の 製 造 方 法 で は 、 第 １ か ら 第 ７ の 節 輪 準 備 部 ６ ８ ａ ， ６ ８
ｂ と 、 第 １ か ら 第 ６ の 一 対 の 連 結 部 準 備 部 ７ ０ と を 有 す る 節 輪 連 結 体 準 備 部 ６ ６ の 全 体 が
同 時 に 加 工 さ れ る 。 本 実 施 形 態 の 節 輪 連 結 体 ２ ２ の 製 造 方 法 は 、 第 １ 実 施 形 態 の 節 輪 連 結
体 ２ ２ の 製 造 方 法 と ほ ぼ 同 様 で あ る 。 即 ち 、 第 １ の 工 程 で パ イ ロ ッ ト 穴 ６ １ を 形 成 し た 後
、 第 ２ 及 び 第 ３ の 工 程 で は 、 第 １ か ら 第 ３ の 節 輪 準 備 部 ６ ８ ａ に 対 応 す る 位 置 の み に ワ イ
ヤ ー 受 け 準 備 部 ６ ２ を 形 成 し 、 第 ４ か ら 第 ７ の 節 輪 準 備 部 ６ ８ ｂ に 対 応 す る 位 置 に は ワ イ
ヤ ー 受 け 準 備 部 ６ ２ を 形 成 し な い 。 以 後 の 工 程 は 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 従 っ て 、 本 実 施 形 態 は 次 の 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 本 実 施 形 態 の 節 輪 連 結 体 ２ ２ の 製 造 方 法 で は 、 節 輪 連 結 体 準 備 部 ６ ６ の 一 端 側 の 節 輪 準
備 部 ６ ８ ａ に ワ イ ヤ ー 受 け 準 備 部 ６ ２ を 形 成 し 、 他 端 側 の 節 輪 準 備 部 ６ ８ ｂ に は ワ イ ヤ ー
受 け 準 備 部 ６ ２ を 形 成 し な い こ と で 、 節 輪 連 結 体 ２ ２ の 一 端 側 の 節 輪 ２ ６ ａ に ワ イ ヤ ー 受
け ３ ６ を 形 成 し 、 他 端 側 の 残 り の 節 輪 ２ ６ ｂ に は ワ イ ヤ ー 受 け ３ ６ を 形 成 し な い よ う に し
て い る 。 こ の た め 、 節 輪 連 結 体 ２ ２ の 一 端 側 に よ り 湾 曲 部 １ ６ を 形 成 し 、 他 端 側 に よ り 蛇
管 部 １ ８ を 形 成 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 一 枚 の 板 材 か ら 、 プ レ ス 加 工 の み に よ っ
て 全 体 が 一 体 的 に 製 造 さ れ る 節 輪 連 結 体 ２ ２ に よ っ て 、 内 視 鏡 挿 入 部 １ ２ の 全 体 の 骨 格 構
造 を 形 成 す る こ と が で き 、 内 視 鏡 挿 入 部 １ ２ の 製 造 効 率 を 向 上 す る こ と が 可 能 と な っ て い
る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 こ こ で 、 本 実 施 形 態 の 節 輪 連 結 体 ２ ２ の 先 端 側 の 節 輪 ２ ６ は ワ イ ヤ ー 受 け ３ ６ を 有 し 、
基 端 側 の 残 り の 節 輪 ２ ６ は ワ イ ヤ ー 受 け ３ ６ を 有 さ な い 。 こ の た め 、 本 実 施 形 態 の 節 輪 連
結 体 ２ ２ は 、 本 実 施 形 態 の 節 輪 連 結 体 ２ ２ の 製 造 方 法 に よ り 製 造 す る の に 好 適 な も の と な
っ て い る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 図 ６ は 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 を 示 す 。 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 な 機 能 を 有 す る 構 成 に は 、
同 一 の 参 照 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。 図 ６ は 、 図 ４ Ｂ に 示 す 加 工 位 置 Ｐ １ ０ で 行 わ れ
る 工 程 の 後 の 工 程 の 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 本 実 施 形 態 の 節 輪 連 結 体 ２ ２ の 節 輪 ２ ６ は 、 以 下 に 詳 述 す る よ う に 、 長 板 形 状 の 節 輪 準
備 部 ６ ８ を 円 筒 状 に 変 形 し て 、 そ の 両 側 端 部 を 突 き 当 て て 接 合 す る こ と に よ り 形 成 さ れ て
い る 。 こ の た め 、 節 輪 ２ ６ に は 、 節 輪 ２ ６ に お い て 節 輪 ２ ６ の 軸 方 向 に 延 び て い る 接 合 部
８ ３ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 図 ６ を 参 照 し て 、 本 実 施 形 態 の 節 輪 連 結 体 ２ ２ の 製 造 方 法 を 各 工 程 に 分 け て 詳 細 に 説 明
す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 　 工 程 １ か ら 工 程 １ ０
　 第 １ 実 施 形 態 の 工 程 １ か ら 工 程 １ ０ と 同 様 な 工 程 に よ り 、 節 輪 準 備 部 ６ ８ の 両 側 端 部 が
突 き 当 て ら れ て Ｏ 曲 げ 加 工 さ れ た 状 態 の 節 輪 連 結 体 準 備 部 ６ ６ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 　 工 程 １ １ か ら 工 程 １ ５ （ 第 １ １ か ら 第 １ ５ の 加 工 位 置 Ｐ １ １ ， … ， Ｐ １ ５ ）
　 工 程 １ １ か ら 工 程 １ ５ で は 、 第 １ か ら 第 ５ の 節 輪 準 備 部 ６ ８ の 内 の 各 節 輪 準 備 部 ６ ８ の
両 側 端 部 で 形 成 さ れ た 突 当 部 を 順 次 接 合 し て い く 。 　
　 具 体 的 に は 、 第 １ １ か ら 第 １ ５ の 加 工 位 置 Ｐ １ １ ， … ， Ｐ １ ５ に は 、 夫 々 、 レ ー ザ ー 射
出 ユ ニ ッ ト ８ ６ が 配 置 さ れ て お り 、 工 程 １ １ か ら 工 程 １ ５ に お い て 、 第 １ 、 第 ４ 、 第 ２ 、
第 ５ 、 第 ３ の 節 輪 準 備 部 ６ ８ の 順 に 、 突 当 部 を レ ー ザ ー 溶 接 し て い く 。
【 ０ ０ ８ １ 】

10

20

30

40

50

(12) JP 2007-307068 A 2007.11.29



　 　 工 程 １ ６ （ 第 １ ６ の 加 工 位 置 ）
　 第 １ 実 施 形 態 の 工 程 １ １ と 同 様 に 、 板 材 ４ ５ の 幅 方 向 の 両 端 部 に 形 成 さ れ て い る 一 対 の
支 持 部 ８ １ を 打 ち 落 と し 、 板 材 ４ ５ か ら 節 輪 連 結 体 準 備 部 ６ ６ を 分 離 し て 、 節 輪 連 結 体 ２
２ を 得 る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 従 っ て 、 本 実 施 形 態 は 次 の 効 果 を 奏 す る 。 　
　 本 実 施 形 態 の 節 輪 連 結 体 ２ ２ の 製 造 方 法 で は 、 Ｏ 曲 げ 加 工 さ れ て 互 い に 突 き 当 て ら れ た
節 輪 準 備 部 ６ ８ の 両 側 端 部 を 接 合 し て い る 。 こ の た め 、 節 輪 準 備 部 ６ ８ の 突 当 部 を 接 合 し
な い 場 合 と 比 較 し て 、 強 度 の 向 上 さ れ た 節 輪 連 結 体 ２ ２ を 製 造 す る こ と が 可 能 と な っ て い
る 。 　
　 こ こ で 、 本 実 施 形 態 の 節 輪 連 結 体 ２ ２ の 各 節 輪 ２ ６ は 、 各 節 輪 ２ ６ に お い て 節 輪 ２ ６ の
軸 方 向 に 延 び て い る 接 合 部 ８ ３ を 有 し 、 本 実 施 形 態 の 節 輪 連 結 体 ２ ２ の 製 造 方 法 に よ っ て
製 造 す る の に 好 適 な も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 図 ７ Ａ か ら 図 ７ Ｃ は 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 変 形 例 を 示 す 。 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 な 機
能 を 有 す る 構 成 に は 、 同 一 の 参 照 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 本 実 施 形 態 の 節 輪 連 結 体 ２ ２ の 節 輪 ２ ６ の 両 側 端 部 は 、 か し め 加 工 に よ り 互 い に 接 合 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 図 ７ Ａ 乃 至 図 ７ Ｃ を 参 照 し て 、 本 実 施 形 態 の 節 輪 連 結 体 ２ ２ の 製 造 方 法 を 各 工 程 に 分 け
て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 　 工 程 １ か ら 工 程 ３
　 第 １ 実 施 形 態 の 工 程 １ か ら 工 程 ３ と 同 様 に 、 板 材 ４ ５ に 対 し て 、 一 対 の パ イ ロ ッ ト 穴 ６
１ 、 ワ イ ヤ ー 受 け 準 備 部 ６ ２ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 　 工 程 ４ （ 図 ７ Ａ 参 照 ）
　 一 対 の ワ イ ヤ ー 受 け 準 備 部 ６ ２ に 並 設 し て 、 板 材 ４ ５ の 長 手 方 向 の 先 端 側 に 接 合 穴 準 備
部 ８ ７ を 穴 抜 き 加 工 に よ っ て 形 成 す る 。 こ の 接 合 穴 準 備 部 ８ ７ は 、 長 板 状 の 節 輪 準 備 部 ６
８ の 一 側 端 部 に 配 置 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 　 工 程 ５ （ 図 ７ Ａ 参 照 ）
　 一 対 の ワ イ ヤ ー 受 け 準 備 部 ６ ２ に 並 設 し て 、 板 材 ４ ５ の 長 手 方 向 の 後 端 側 に 、 バ ー リ ン
グ 加 工 に よ っ て 、 基 端 側 の 太 径 部 ９ ０ と 末 端 側 の 細 径 部 ９ ２ と か ら な る 接 合 突 起 準 備 部 ８
８ を 形 成 す る 。 こ の 接 合 突 起 準 備 部 ８ ８ は 、 長 板 状 の 節 輪 準 備 部 ６ ８ の 他 側 端 部 の 、 接 合
穴 準 備 部 ８ ７ と 対 応 す る 位 置 に 配 置 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 　 工 程 ６ か ら 工 程 ８
　 第 １ 実 施 形 態 の 工 程 ４ か ら 工 程 ６ と 同 様 に 、 穴 抜 き 加 工 に よ り 、 節 輪 準 備 部 ６ ８ 及 び 連
結 部 準 備 部 ７ ０ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 　 工 程 ９ （ 図 ７ Ａ 参 照 ）
　 節 輪 準 備 部 ６ ８ へ の 段 曲 げ 加 工 に よ り 、 接 合 突 起 準 備 部 ８ ８ が 配 置 さ れ て い る 節 輪 準 備
部 ６ ８ の 他 側 端 部 を 、 節 輪 ２ ６ の 外 周 面 と な る 側 か ら 内 周 面 と な る 側 へ と （ 紙 面 裏 側 か ら
表 側 へ と ） 板 材 ４ ５ の 厚 さ 分 だ け 変 位 さ せ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 　 工 程 １ ０ か ら 工 程 １ ２
　 第 １ 実 施 形 態 の 工 程 ７ か ら 工 程 ９ と 同 様 に 、 連 結 部 準 備 部 ７ ０ の ヒ ン ジ 部 準 備 部 ７ ２ の
折 り 曲 げ 加 工 、 節 輪 連 結 体 準 備 部 ６ ６ の Ｕ 曲 げ 加 工 を 行 う 。
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【 ０ ０ ９ ２ 】
　 　 工 程 １ ３ （ 図 ７ Ｂ 参 照 ）
　 第 １ 実 施 形 態 の 工 程 １ ０ と 同 様 に 、 Ｏ 曲 げ 加 工 を 行 う 。 こ の 際 、 段 曲 げ 加 工 に よ り 変 位
さ れ た 節 輪 準 備 部 ６ ８ の 他 側 端 部 が 、 節 輪 準 備 部 ６ ８ の 一 側 端 部 の 内 側 に 重 ね 合 わ さ れ 、
他 側 端 部 の 接 合 突 起 準 備 部 ８ ８ が 一 側 端 部 の 接 合 穴 準 備 部 ８ ７ に 嵌 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 　 工 程 １ ４ か ら 工 程 １ ８ （ 図 ７ Ｃ 参 照 ）
　 工 程 １ ４ か ら 工 程 １ ８ で は 、 第 １ 、 第 ４ 、 第 ２ 、 第 ５ 、 第 ３ の 節 輪 準 備 部 ６ ８ の 順 に 、
各 加 工 位 置 に お い て 節 輪 準 備 部 ６ ８ の 両 側 端 部 が か し め 加 工 に よ り 接 合 さ れ る 。 即 ち 、 板
材 ４ ５ の 幅 方 向 の 両 側 端 部 側 か ら 夫 々 幅 方 向 内 向 き に 芯 金 ダ イ ９ ４ を 突 出 さ せ て 、 Ｏ 曲 げ
加 工 さ れ た 節 輪 連 結 体 準 備 部 ６ ６ の 内 側 に 芯 金 ダ イ ９ ４ を 配 置 す る 。 芯 金 ダ イ ９ ４ に よ っ
て 節 輪 準 備 部 ６ ８ の 内 側 か ら 接 合 突 起 準 備 部 ８ ８ の 基 端 部 側 を 支 持 し 、 円 錐 パ ン チ ９ ６ を
節 輪 準 備 部 ６ ８ の 外 側 か ら 接 合 突 起 準 備 部 ８ ８ の 末 端 部 の 細 径 部 ９ ２ に 押 込 ん で こ れ を 押
し 開 く 。 こ の 結 果 、 節 輪 準 備 部 ６ ８ の 他 側 端 部 の 接 合 突 起 準 備 部 ８ ８ が 節 輪 準 備 部 ６ ８ の
一 側 端 部 に 係 合 さ れ る 。 こ の よ う に し て 、 節 輪 準 備 部 ６ ８ の 両 側 端 部 が 接 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 　 工 程 １ ９
　 第 １ 実 施 形 態 の 工 程 １ １ と 同 様 に 、 板 材 ４ ５ の 幅 方 向 の 両 端 部 に 形 成 さ れ て い る 一 対 の
支 持 部 ８ １ を 打 ち 落 と し 、 板 材 ４ ５ か ら 節 輪 連 結 体 準 備 部 ６ ６ を 分 離 し て 、 節 輪 連 結 体 ２
２ を 得 る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 そ の 他 、 節 輪 連 結 体 準 備 部 ６ ６ の 両 側 端 部 の 接 合 に は 、 抵 抗 溶 接 、 接 着 等 が 用 い ら れ て
も よ い 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 所 定 の 個 数 の 節 輪 ２ ６ 及 び 一 対 の 連 結 部 ２ ８ を 有 す る 節 輪 連 結
体 ２ ２ に つ い て 説 明 し た が 、 節 輪 ２ ６ 及 び 一 対 の 連 結 部 ２ ８ の 個 数 は 、 湾 曲 部 １ ６ 又 は 蛇
管 部 １ ８ の 所 望 の 長 さ に 応 じ て 適 宜 選 択 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 ま た 、 節 輪 連 結 体 ２ ２ の 端 部 に 形 成 さ れ る 接 続 部 は 、 先 端 構 成 部 １ ４ 、 蛇 管 部 １ ８ あ る
い は 操 作 部 ２ ０ の 接 続 部 材 の 形 態 に 対 応 し て 、 半 田 付 孔 、 係 止 用 孔 、 溝 、 突 起 等 の 各 種 形
態 を 有 す る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 ま た 、 Ｕ 曲 げ 加 工 及 び Ｏ 曲 げ 加 工 は 、 曲 げ 量 に 対 応 さ せ て そ の 加 工 回 数 を 増 や し て も よ
い し 減 ら し て も よ い 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 ま た 、 湾 曲 部 の 各 節 輪 に 形 成 さ れ る ワ イ ヤ ー 受 け は 一 対 の ２ 個 に 限 ら ず 、 節 輪 の 周 方 向
に ４ 個 が 各 等 配 さ れ る よ う に 形 成 さ れ て も よ い 。 こ の ワ イ ヤ 受 け を 形 成 す る た め の ワ イ ヤ
受 け 準 備 部 ６ ２ は 、 各 実 施 形 態 で は ス リ ッ ト ６ ４ 間 の 部 分 を く 字 状 に 曲 げ 加 工 し て 形 成 し
た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 円 弧 状 に 曲 げ 加 工 し て も よ い 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の Ｕ 曲 げ 加 工 に お い て 説 明 し た Ｕ の 形 状 は 、 両 側 が 平 行 で 底 面
が 半 弧 の 形 状 に 限 ら ず 、 両 側 面 と 底 面 と が あ っ て 上 部 が 開 口 さ れ た 形 状 で あ れ ば よ い も の
で あ る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の Ｏ 曲 げ 加 工 に お い て 説 明 し た Ｏ の 形 状 は 、 節 輪 準 備 部 の 両 側
端 面 が 突 き 当 た っ て い る 形 状 に 限 ら ず 、 節 輪 準 備 部 を 形 成 す る 板 材 の 弾 性 に よ り 両 側 端 面
が 僅 か に 離 れ た 状 態 の 概 略 が 筒 形 状 で あ っ て も よ い も の で あ る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 ま た 、 板 材 の 穴 抜 き 加 工 は 、 プ レ ス に よ る 穴 抜 き 加 工 に 限 ら ず 、 板 材 に 対 し て 移 動 が Ｎ
Ｃ 制 御 さ れ た レ ー ザ ー 加 工 装 置 等 の エ ネ ル ギ ー 線 を 照 射 す る こ と に よ り 穴 抜 き 加 工 し て も
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よ い も の で あ る 。 な お 、 プ レ ス 加 工 の み に よ っ て 、 節 輪 連 結 体 を 製 造 す る こ と が コ ス ト 的
に 好 ま し い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ １ ０ ３ 】
　 本 発 明 は 、 製 造 効 率 の 高 い 、 内 視 鏡 挿 入 部 の 骨 格 構 造 を な す 内 視 鏡 挿 入 部 用 節 輪 連 結 体
、 及 び 、 こ の よ う な 製 造 方 法 に よ る 製 造 に 好 適 な 内 視 鏡 挿 入 部 用 節 輪 連 結 体 を 提 供 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ０ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 節 輪 連 結 体 、 先 端 構 成 部 材 、 接 続 リ ン グ を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 節 輪 連 結 体 の 製 造 方 法 に 用 い る プ レ ス 機 を 示 す 概 略 図 。
【 図 ４ Ａ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 節 輪 連 結 体 の 製 造 方 法 の 工 程 １ か ら 工 程 ６ を 説 明 す る
た め の 上 面 図 及 び 側 面 図 。
【 図 ４ Ｂ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 節 輪 連 結 体 の 製 造 方 法 の 工 程 ７ か ら 工 程 １ １ を 説 明 す
る た め の 上 面 図 及 び 側 面 図 。
【 図 ４ Ｃ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 節 輪 連 結 体 の 製 造 方 法 の Ｏ 曲 げ 加 工 を 説 明 す る た め の
横 断 面 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 節 輪 連 結 体 の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め の 上 面 図 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 節 輪 連 結 体 の 製 造 方 法 の 工 程 １ ０ か ら 工 程 １ ６ を 説 明 す
る た め の 上 面 図 。
【 図 ７ Ａ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 変 形 例 の 節 輪 連 結 体 の 製 造 方 法 の 工 程 ４ 、 工 程 ５ 、 工
程 ９ を 説 明 す る た め の 横 断 面 図 。
【 図 ７ Ｂ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 変 形 例 の 節 輪 連 結 体 の 製 造 方 法 の Ｏ 曲 げ 加 工 を 説 明 す
る た め の 横 断 面 図 。
【 図 ７ Ｃ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 変 形 例 の 節 輪 連 結 体 の 製 造 方 法 の か し め 加 工 を 説 明 す
る た め の 横 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ０ ５ 】
　 １ ０ … 内 視 鏡 、 １ ２ … 内 視 鏡 挿 入 部 、 １ ４ … 先 端 構 成 部 、 １ ８ … 蛇 管 部 、 ２ ０ … 操 作 部
、 ２ ２ … 節 輪 連 結 体 、 ２ ６ … 節 輪 、 ２ ８ … 連 結 部 、 ３ ０ … ヒ ン ジ 部 、 ４ ３ … 先 端 側 接 続 部
、 ４ ４ … 基 端 側 接 続 部 、 ４ ５ … 板 材 、 ６ ６ … 節 輪 連 結 体 準 備 部 、 ６ ８ … 節 輪 準 備 部 、 ７ ０
… 連 結 部 準 備 部 、 ８ １ … 支 持 部 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ Ａ 】
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【 図 ４ Ｂ 】 【 図 ４ Ｃ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ Ａ 】

【 図 ７ Ｂ 】

【 図 ７ Ｃ 】
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方法，具有高生产效率。 ŽSOLUTION：制造用于内窥镜的插入部分的
接头环连接体22的方法包括形成具有多个接头环制备部件68和至少一个
连接部件准备部件70的接头环连接体准备部件66的过程。通过从板材45
的边缘部分延伸的支撑部分81以支撑制备部分66的方式冲压而具有弹性
的板材45的片材，弯曲连接部分制备部分的至少一部分的过程与平板材
料45平行的平面交叉，将制备部分66弯曲成U形至少一次以使制备部分
66成圆柱形的过程，以及弯曲弯曲部分66的过程成U形，成O形，使部分
66呈圆柱形。 Ž
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